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名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
「
京
都
市
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
父
子
家
庭
を
含
む
ひ

と
り
親
家
庭
全
体
の
支
援
を
総
合
的
に
実
施
す
る
施
設

と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
「
京
都
市
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
名
称
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
に
と
っ
て
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
は
不
可
欠
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
仕
事
、
生
活
、
子
育
て
、
法
律
問
題
等
の
相

談
や
就
職
支
援
の
た
め
の
「
セ
ミ
ナ
ー
＆
パ
ソ
コ
ン
講

座
」（
母
子
家
庭
の
み
）、

親
子
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
事
業
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
就
業
・
自

立
に
向
け
た
総
合
的
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

育
児
支
援
・
就
業
支
援

ゆめあすのご案内
京都市ひとり親家庭支援

センター

一般相談

特
集
1

ひとり親家庭の生活、子育て、経済問題など
日常生活についてのご相談に応じています。

就業・
自立支援センター事業
◆就業相談

ひとり親家庭の母や父の就業相談・支援・情報提供・法律相談・ハロー
ワークとの連携を通じた個別就労支援、就職に役立つパソコン講座＆セ
ミナー（母子家庭のみ）などを行っています。

ひとり親家庭生活支援事業
●ファミリーネットワーク事業／親子でレクリエーショ
　ン及び交流会を年７回実施
●生活支援講習会等事業／子育て・生活・養育費・クッ
　キング教室などの講習会を年９回開催（要予約）。

きもの貸出事業
【対象】母子家庭の母と子ども、父子家庭の子ども、養育者
の養育する子ども、児童福祉施設に入所中の子ども（未婚の
子に限る）。振袖、留袖、友禅、七五三、十三詣りなどに着用い
ただけます。大人5,000円、子ども1,500円。小物付。

就職、転職、資格取得などについてお気軽にご相談ください。
電話相談と面接相談（要予約）があります。

◆自立支援プログラム
キャリア・能力・適性・生活状況に応じた経済的自立・就業支援
のためのプログラムを個別に策定し、ハローワークと連携し
ながら就労支援を行います。※　児童扶養手当受給者対象

◆特別相談（女性弁護士による無料法律相談）
離婚・養育費・親権・財産・住宅・慰謝料など、法律問題に関わる
ことなら、何でもご相談ください。

◆就業支援パソコン講座（母子家庭のみ）
「はじめて講座３日間コース」＋「初級講座６日間コース」を年
３回実施。別々に受講も可。託児有・要予約。

◆就職準備セミナー（母子家庭のみ）
年14回実施。「介護の資格と訪問介護」、「ハローワークの窓
口から」、「仕事と食生活管理の両立」、「パソコン初級おさら
いセミナー」など様々なテーマで開催します。

〒606-0846　京都市左京区下鴨北野々神町26番地 北山ふれあいセンター内
開館時間：10：00～18：00　休館日：毎週火曜・祝日・年末年始（12/28～1/4）

075-708-7750   　　075-708-7833　
k.boshi＠sirius.ocn.ne.jp k.boshishien＠vesta.ocn.ne.jp

■地下鉄烏丸線「北山駅」又は「松ケ崎駅」から徒歩5分　■市バス　4又は北8号系統「野々神町」下車すぐ
■京都バス　45又は46号系統「野々神町」下車すぐ

詳しくは市民しんぶん、ホームページをご覧になるかセンターまでお問い合わせください。

６月、９月、２月の土日のいずれか。

●毎月２回　第１・第３月曜日
　（１・５・12月は変更あり）13:00～17：00　
●お一人30分　お電話にてご予約ください。

相談日

開催日

参加無料（託児＝原則あり・要予約）。
センターでパソコンの個人利用ができます！（要予約）

京
都
市
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー 

ゆ
め
あ
す

フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
っ
て
？

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
は
、
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
人
（
お
ね
が
い
さ
ん
）
と

子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
人（
お
ま
か
せ
さ
ん
）

が
会
員
と
な
り
、
子
育
て
を
助
け
合
う
事
業

で
す
。
平
成
14
年
10
月
に
京
都
市
か
ら
京
都

市
児
童
館
学
童
連
盟
が
委
託
を
受
け
て
京
都

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
今
年
度
は
開
設
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
平
成
19
年
10
月
に
は
、
市
内
で
14
箇
所
（
各

区
・
支
所
に
１
箇
所
）
に
支
部
を
開
設
し
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
24
年
５
月
末
現
在
の
会
員
数
は
、「
お

ね
が
い
さ
ん
」４
６
３
４
人
、「
お
ま
か
せ
さ
ん
」

８
３
３
人
、
両
方
を
兼
ね
る
会
員
２
１
３
人
、

合
計
５
６
８
０
人
で
す
。
平
成
23
年
度
は
１
箇

月
に
平
均
９
９
５
件
程
度
の
活
動
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
「
保
育
施
設
へ
の
お
迎
え
と
そ
の

後
の
預
か
り
」
が
最
も
多
い
活
動
で
、
全
体
の

約
37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
ね
が
い
さ
ん
と
は
？○

京
都
市
内
在

住
、
又
は
京
都

市
内
に
勤
務
先

の
あ
る
人
で
、

満
12
歳
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る

方
、
又
は
妊
婦

の
方
が
登
録
で

き
ま
す
。

　
保
育
施
設
へ
の
送

迎
、
出
掛
け
る
際
の
預

か
り
、
子
ど
も
の
習
い

事
の
送
迎
な
ど
の
援
助

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
ね
が
い
さ
ん
に

登
録
す
る
に
は
？○

登
録
会（
1
回
）に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
度
後
半
は
、
平

成
24
年
10
月
〜
平
成
25

年
３
月
の
間
に
25
回
開

催
予
定
。
所
要
時
間
は

約
１
時
間

お
ま
か
せ
さ
ん
と
は
？

○
京
都
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校
生
除

く
）
で
心
身
共
に
健
康
で
、
援
助
活
動
に
理

解
と
熱
意
の

あ
る
方
が
登

録
で
き
ま

す
。
有
償
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

お
ま
か
せ
さ
ん
に

登
録
す
る
に
は
？

○
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
部
に
て
申
込
手
続
き
の

後
、
講
習
会（
1
回
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
年
度
後
半
は
、
平
成
24
年
10
月
〜
平
成

25
年
３
月
の
間
に
３
回
開
催
予
定
。
講
習
は

終
日
行
わ
れ
、
所
要
時
間
は
７
時
間
半

京
都
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

京都市ひとり親家庭
支援センター 北山

ふれあい
センター

府
立
総
合

資
料
館

京都
ノートルダム
女子大学

下
鴨
本
道

北山駅 松ヶ崎駅 メールアドレス 

TEL FAX

交通機関

就業相談

登録料 年会費

報酬額
月曜～金曜 7：00～19：00 1時間 700円
土曜・日曜・祝日と上記以外の時間帯 1時間 900円
※　活動時間に応じた報酬を、おねがいさんからおまかせさんへ直接渡していただきます。

無料 無料

〒604-8101 京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町65　
朝日ビル5階　公益社団法人 京都市児童館学童連盟内
受付時間　月曜～土曜　10:00～17:00（日曜、祝日、年末年始を除く）

075-255-2234   　　075-256-5688　
famisapo@kyo-yancha.ne.jpメールアドレス 

TEL FAX

http://www.kyo-yancha.ne.jp/famisapo/ホームページ

カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に

優
し
く
温
か
く

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

おまかせさんは有償ボランティア！おまかせさんは有償ボランティア！

河
原
町
道

柳
馬
場
道

烏
丸
道

御池通

朝日ビル
5Ｆ ファミリー
     サポートセンター

烏丸御池駅 京都市役所前駅

病
院
に

行
き
た
い
け
ど
、

子
ど
も
を
連
れ
て

行
け
な
い
な
あ

保
育
園
の

お
迎
え
に

間
に
合
わ
な
い
！
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市
内
で
発
生
す
る

　

 

災
害
へ
の
備
え

　
災
害
発
生
時
に
は
各
区
に
お
い
て
、
市
・

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
区
役
所
の
要
請
に

応
じ
て
「
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
被
災
住
民
、
避
難
所
の
ニ
ー
ズ

等
の
把
握
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、「
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

が
把
握
し
た
ニ
ー
ズ
を
基
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
、
他
都
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
協
力
要
請
及
び
連
携
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、市・区
両
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
関
わ
る
行
政
や
関
係
団
体
に
お
い

て
、
地
域
団
体

等
の
皆
様
と
平

常
時
か
ら
連
携
・

協
働
し
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
訓
練

や
人
材
育
成
の

取
組
、
地
域
に

お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
普
及

啓
発
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

 

市
外
で

　

 

発
生
し
た
災
害
へ
の
支
援

　
市
外
・
他
地
域
で
発
生
し
た
災
害
に
対
し

て
は
、「
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
を
基
に
、
市
・
区
両
セ
ン

タ
ー
の
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
現

地
セ
ン
タ
ー
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
、
関
連
情
報
の
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
も
、
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
等
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連

携
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、
派
遣
、
ま
た

京
都
へ
の
「
県
外
避
難
者
」
の
支
援
な
ど
に

当
た
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
験
を
十
分
に
活
か
し
、

被
災
地
や
被
災
者
の
支
援
活
動
を
し
っ
か
り
と

行
え
る
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
西
支
配
人　
エ
ミ
ナ
ー

ス
内
の
学
校
法
人
明
治
東

洋
医
学
院
の
施
設
で
あ
る

洛
西
キ
ャ
ン
パ
ス
の
部
分

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
エ

ミ
ナ
ー
ス
は
、
元
「
国
民
年
金
京
都
会
館
ホ

テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス
」
で
あ
る
た
め
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
で
す
。
セ
ン
タ
ー

設
置
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
23
年
６

月
の
水
道
管
の
破
裂
事
故
に
伴
う
ガ
ス
管
の

損
傷
事
故
。約
１
万
５
千
世
帯
に
影
響
が
出
て
、

多
く
の
地
域
の
方
々
が
当
ホ
テ
ル
の
温
泉
施

設
を
利
用
す
る
た
め
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
家
庭
用
の
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の

配
布
な
ど
ガ
ス
の
災
害
復
旧
に
協
力
し
た
際

に
、
エ
ミ
ナ
ー
ス
が
非
常
時

の
地
域
の
拠
点
に
な
る
の
だ

と
気
が
付
き
ま
し
た
。

災
害
時
の
セ
ン
タ
ー
の

役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

お
二
人
か
ら
市
民
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

Q 永
松
主
任　
セ
ン
タ
ー
は
、

大
規
模
な
自
然
災
害
時
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
被

災
住
民
に
対
す
る
支
援
活
動
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
て
被
災
住
民
の
困
り
ご
と
を
集
約
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
ら
れ
た
方
々
と
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
そ
の
解
決
を
図
り
ま
す
。
区
役
所
は
、
被

災
情
報
や
支
援
情
報
を
随
時
把
握
し
て
提
供
す

る
と
と
も
に
、
公
的
な
制
度
の
活
用
に
よ
り
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

「
全
て
は
被
災
者
の
た
め
に
」
と
考
え
、
セ
ン

タ
ー
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
西
支
配
人　
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

西
京
区
役
所
洛
西
支
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
を
図
る
中
で
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

永
松
主
任　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の

方
々
と
の
連
携
が
必
須
で
す
。
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
は
、
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、自
身
の
困
り
ご
と
が
解
決
し
た
後
は
、

支
援
者
と
し
て
も
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

各区の
「災害ボランティア「災害ボランティア
センター」センター」の
設置場所が決まりました

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
役
割
を
紹
介
し
ま
す

「区災害ボランティアセンター」の設置場所

〜
災
害
発
生
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
の
仕
組
み
〜

　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、平
成
7

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
全
国
に

広
が
り
、平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
改
め
て
関
心
が
高
ま

り
、被
災
住
民
の
避
難
生
活
の
支
援
な
ど
、生

活
再
建
を
図
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
京
都
市
で
は
、市
内
で
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
効
果
的

に
行
え
る
よ
う
、被
災
地
域
に
近
い
各
区
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
な
る「
区
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、「
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、被
災
者
や
避
難
所
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
及
び
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
等
を
行
い
、被
災
住
民
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
12
月
末
ま
で
に
、全
区
に
お
い

て
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

場
所
の
選
定
を
完
了
す
る
と
と
も
に
、設
置
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
全
区
で
作
成

を
完
了
し
ま
し
た
。設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
は
、作
成
後
も
訓
練
等
を
通
じ
て

検
証
、改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス

西
京
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
場
所

（
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ホ
ー
ル
２
階
及
び
駐
車
場
内
）

国立大学法人京都教育大学附属京都中学校 ランチルーム内

同志社大学寒梅館及びグラウンド内

国立大学法人京都工芸繊維大学（大規模）
左京区役所１階ロビー（中規模）
山村都市「交流の森」（北部山間地域）

京都御池創生館地下研修室 
花園大学
佛教大学二条キャンパス 
東山区役所ホール（Ｂ１Ｆ）
東山開睛館

山科青少年活動センター

京都リサーチパーク東地区１号館（会議室）

南区役所ホール（ヘルスピア２１内）

サンサ右京１階区民ロビー（中規模）
右京ふれあい文化会館及び太秦安井公園（大規模）
京北合同庁舎

京都市西文化会館ウエスティ
ホテル京都エミナース アニバーサリーホール２階及び駐車場内  

株式会社京都科学 京都本社
龍谷大学 深草学舎
パセオ・ダイゴロー西館 

北区小山南大野町1

上京区今出川通烏丸東入玄武町601

左京区松ケ崎橋上町1

左京区松ケ崎堂ノ上町7-2

左京区花脊八桝町250

中京区御池通柳馬場東入東八幡町579

中京区西ノ京壺ノ内町8-1

中京区西ノ京栂尾町2-7

東山区清水五丁目130-6

東山区六波羅裏門通東入多門町155

山科区竹鼻四丁野町42

下京区中堂寺南町134

南区西九条南田町1-2

右京区太秦下刑部町12

右京区太秦安井西裏町11-6

右京区京北周山町上寺田1-1

西京区上桂森下町31-1

西京区大原野東境谷町２-４

伏見区北寝小屋町15

伏見区深草塚本町67

伏見区醍醐高畑町 30-1

北
上京

左京

中京

東山

山科

下京
南

右京

西京

伏見

行政区 設置場所 所在地

※　京都市災害ボランティアセンター（常設）：ひと・まち交流館 京都 ☎075‐354‐8728　

1
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エ
ミ
ナ
ー
ス
が
民
間
の
収
益
施
設
と
し
て
初

め
て
、区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
施
設
の
一
部
を
提
供
な
さ
っ

た
経
緯
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス（
以
下
、エ
ミ
ナ
ー
ス
）営
業
支
配

人
の
大
西 

章
さ
ん
と
、社
会
福
祉
法
人
京
都
市
西
京

区
社
会
福
祉
協
議
会
西
京
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
主
任
の
永
松 

学
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q

京
都
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館 

京
都
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「
人
間
力
を
高
め
る
」
職
場

　
創
業
は
１
９
１
９
年
。
生
田
産
機
工
業
株

式
会
社
（
以
下
、「
生
田
産
機
」）
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
は
１
９
５
３
年
。「
生
田
の
も
の
づ

く
り
」
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
の
祖
父
が
創
業
し
た
生
田
鉄
工

所
時
代
は
、
伏
見
と
い
う
土
地
柄
、
主

な
顧
客
は
酒
造
工
場
で
、
そ
の
機
械
化
・

合
理
化
に
尽
く
し
ま
し
た
。
機
械
化
技

術
開
発
を
進
め
る
途
上
、
伸
銅
設
備
機

械
の
製
造
に
着
手
、
実
用
新
案
特
許
も

取
り
ま
し
て
伸
銅
が
主
要
な
事
業
と
な

り
ま
し
た
」
と
話
す
生
田
社
長
。
伸
銅

と
は
銅
に
圧
を
掛
け
延
ば
す
加
工
技
術
で
す
。

10
円
玉
を
は
じ
め
と
す
る
硬
貨
や
、
家
電
製

品
の
コ
ー
ド
、
電
線
。
銅
合
金
の
用
途
が
広

が
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
優
れ
た
伸
銅
設
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
生
田
産
機
は
常
に
洗
練
さ

れ
た
加
工
技
術
で
そ
の
需
要
に
応
え
続
け
て

き
ま
し
た
。「
伸
銅
な
ら
生
田
産
機
」
は
、
今

や
業
界
の
常
識
。
面
削
、
研
磨
、
脱
脂
洗
浄

い
ず
れ
の
工
程
に
お
い
て
も
、
技
術
の
高
さ

で
他
の
追
随
を
許
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
製
造
業
で
あ
る
以
上
、
技
術
力
が
も
の
を

言
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
生
田
産
機

に
は
今
日
ま
で
の
発
展
を
支
え
た
根
幹
と
な

る
理
念
や
指
針
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
何
よ
り
大
切
な
も
の
は
人
間
力
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
我
々
日
本
人
に
は
長
い
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
た
美
徳
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
思

い
や
り
の
心
」、「
感
謝
の
心
」、「
自
立
の
心
」

と
い
う
「
三
つ
の
心
」
で
表
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
業
務
に
追
わ
れ
て
な
お
ざ
り
に
な
り

が
ち
な
こ
れ
ら
の
「
心
」
を
育
て
る
こ
と
が

人
間
力
を
高
め
ま
す
。
高
い
技
術
も
優
れ
た

設
備
も
、
駆
使
す
る
の
は
人
間
で
す
か
ら
」。

こ
う
し
た
考
え
を
社
員
全
員
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
、
以
前
は
社
長
が
朝
礼
で
訓
示
し
て
い

ま
し
た
が
、今
は
社
員
が
交
替
で
「
三
つ
の
心
」

か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
渡
辺
さ
ん
は
、「
始
め
た

当
初
は
皆
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今

で
は
業
務
に
良
い
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
、
意
外
な
一
面
が
見
え

る
こ
と
も
あ
り
、
人
と
な
り
が
分
か
る
の
で
、

社
員
の
相
互
理
解
も
進
み
ま
す
」
と
に
っ
こ

り
。「
私
も
先
日
、「
自
立
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
私
の
使
命
」
に

つ
い
て
ス
ピ
ー

チ
し
ま
し
た
」。

　
「「
三
つ
の
心
」

を
テ
ー
マ
に
ス

ピ
ー
チ
す
る
こ

と
で
、
社
員
全

員
が
そ
の
大
切

さ
を
再
確
認
で

き
ま
す
。
ま
た
、
続
け
る
こ
と
で
「
心
」
が

身
に
着
き
、
今
で
は
社
長
が
何
も
言
わ
な
く

て
も
、
自
然
と
社
員
が
社
員
同
士
、
取
引
先

様
な
ど
関
わ
る
人
々
に
対
し
て
「
心
」
の
こ

も
っ
た
行
動
が
取
れ
て
い
ま
す
」
と
、
生
田

社
長
は
言
い
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
が
ア
イ
デ
ア
を
生
み
、

新
し
い
展
開
に
つ
な
が
る

　
外
国
人
の
雇
用
も
盛
ん
な
生
田
産
機
。
中

国
に
は
現
地
法
人
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
田
産
機
に
は
、
代
々
引
き
継
い
で
き
た

技
術
力
が
あ
り
、
そ
れ
に
改
良
を
重
ね
、
時

代
に
適
応
し
た
も
の
を
作
る
こ
と
に
奮
闘
し

て
い
る
社
員
が
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
に
進
出

し
た
と
し
て
も
う
ま
く
い
く
自
信
が
あ
り
ま

す
」
と
、
生
田
社
長
は
話
し
ま
す
。
生
田
社

長
自
身
、
海
外
滞
在
経
験
が
豊
富
で
異
文
化

交
流
に
も
積
極
的
で
す
。「
た
だ
、
外
国
に
進

出
す
る
に
は
、
現
地
の
方
の
力
が
必
要
で
す

し
、
運
も
あ
り
ま
す
。
中
国
に
進
出
し
た
か

ら
中
国
人
の
社
員
が
い
る
の
で
は
な
い
ん
で

す
よ
。
た
ま
た
ま
優
秀
な
中
国
人
を
採
用
し
、

彼
と
仕
事
を
す
る
う
ち
に
中
国
に
は
可
能
性

の
芽
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た

わ
け
で
す
」。

　
外
国
人
の

社
員
の
一
人
、

マ
ニ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ラ
ニ
さ
ん

は
現
在
経
済

成
長
著
し
い

イ
ン
ド
の
出
身
。「
生
田
産
機
が
大
切
に
し
て

い
る
人
間
力
を
高
め
る
「
三
つ
の
心
」
は
、

社
員
か
ら
最
大
の
能
力
、
最
高
の
技
術
を
引

き
出
す
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
考
え
方
の
違
う
人
々
が
異
な
る
ア
プ
ロ
ー

チ
で
一
つ
の
も
の
づ
く
り
へ
向
か
う
た
め
の
、

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

言
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
イ
ン
ド
に
生
田
産
機

の
現
地
法
人
を
設
立
し
、
イ
ン
ド
と
日
本
の

架
け
橋
の
役
目
を
果
た
し
た
い
そ
う
で
す
。

　
生
田
社
長
は
、「
外
国
進
出
な
ど
と
い
う
大

き
な
計
画
あ
り
き
で
は
な
く
、
ま
ず
あ
る
の

は
人
と
の
出
会
い
で
す
。
結
局
、中
国
法
人
も
、

２
０
０
９
年
に
設
立
し
た
京
ウ
ィ
ン
ド
も
、

原
点
は
人
な
の
で
す
」。

　
京
ウ
ィ
ン
ド
と
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
機
を
製
造
開
発
す
る
生
田
産
機
の
関
連
会

社
で
す
。「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
が
京
都
で
開
催
さ
れ
た

の
を
機
に
生
田
産
機
の
も
の
づ
く
り
の
技
術

で
環
境
保
護
に
寄
与
で
き
な
い
か
な
と
考
え

た
の
が
最
初
で
す
。
た
ま
た
ま
社
内
に
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
を
専
門
に
研
究
し
て
き
た
中
国
人
技

術
者
が
い
た
の
で
、
彼
の
研
究
内
容
で
風
力

発
電
機
を
開
発
し
た
ん
で
す
。
２
０
０
６
年

３
月
に
京
丹
後
市
に
最
初
の
１
機
を
設
置
し

た
の
を
皮
切
り
に
、
地
元
の
学
校
、
企
業
な

ど
様
々
な
施
設
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
学
校
や
行
政
と
深

く
関
わ
り
合
う
こ
と
に
な
り
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。
今
で
は
、

渡
辺
が
先
生
と
な
っ
て
環
境
出
前
授
業
も

行
っ
て
い
ま
す
」。
こ
う
い
っ
た
取
組
に
よ
り
、

生
田
産
機
は
２
０
１
１
年
、
京
都
環
境
賞
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
天
命
に
従
い
人
事
を
尽
く
す
」

　
生
田
産
機
で
は
、
定
年
を
迎
え
た
社
員
の

再
雇
用
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
す
。「
父
の
代

か
ら
会
社
に
尽
く
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も

だ
っ
た
私
の
面
倒
も
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

で
す
。
今
も
現
役
で
働
い
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
、
生
田
産
機
の
「
宝
」
で
す
。
ま
だ
ま
だ

そ
の
知
見
や
技
術
を
活
か
し
、
も
の
づ
く
り

や
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
の
で
す
」
と
、
生
田
社
長
は
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
社
社
屋
の
最
上
階
、
広
々
と
し

た
社
員
食
堂
「
風
の
と
き
」。
テ
ー
ブ
ル
や
カ

ウ
ン
タ
ー
が
ゆ
っ
た
り
と
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、

天
気
の
良
い
日
は
テ
ラ
ス
で
の
食
事
が
気
持

ち
良
さ
そ
う
で
す
。「
何
と
言
っ
て
も
体
が
資

本
で
す
か
ら
。
健
康
を
維
持
し
、
気
持
ち
良

く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
も
社
員
食
堂
に
は

こ
だ
わ
り
ま
し
た
」。
運
営
は
、「
若
者
の
中

間
的
就
労
支
援
事
業
」（
平
成
23
年
度
京
都
府

委
託
事
業
）
に
係
る
飲
食
店
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

会
社
に
一
任
。
厨
房
ス
タ
ッ
フ
は
色
々

な
事
情
で
社
会
体
験
が
少
な
い
若
者
た

ち
で
す
が
、
自
立
を
目
指
し
ス
キ
ル
を

身
に
着
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
若
者
支
援
な
ど
と
い
う
大
そ
れ
た
こ
と

で
は
な
い
ん
で
す
。
知
人
の
息
子
さ
ん

が
長
年
の
引
き
こ
も
り
か
ら
飲
食
の
仕

事
を
通
じ
て

社
会
復
帰
を

果
た
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し

て
、
及
ば
ず

な
が
ら
場
所

の
提
供
な
ら

で
き
る
と
」
と
説
明
す
る
生
田
社
長
の
言
葉

に
続
い
て
、
渡
辺
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
、
大
変

真
面
目
に
お
務
め
く
だ
さ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス

も
良
く
、
何
よ
り
美
味
し
い
。
京
都
・
美
山

産
の
米
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
ま

す
。
社
員
に
も
大
好
評
で
す
よ
」
と
、
満
面

の
笑
み
。

　
「
祖
父
が
掲
げ
た
創
業
の
精
神
「
天
命
に
従

い
人
事
を
尽
く
す
」
と
は
、
人
は
皆
、
個
性
・

役
割
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従

い
最
善
を
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
社
員
の

能
力
や
個
性
が
、
社
員
同
士
、
取
引
先
様
、

お
客
様
と
の
「
響
働
」
に
よ
っ
て
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
る
場
を
作

り
続
け
て
い
き
た

い
。そ
れ
に
は
、ま
ず
、

互
い
の
個
性
を
認
め

合
い
、
尊
重
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」。

我ら、企業市民
生田産機工業株式会社
いく   た   さん  き

生田産機工業株式会社
代表取締役　生田 泰宏さん

顧
客
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

技
術
営
業
担
当
　
マ
ニ
ッ
シ
ュ・ミ
ラ
ニ
さ
ん

黒い外壁の社屋に赤や青の羽根が回る風力発電機が
印象的な、伸銅業界のリーディングカンパニー、生田産
機工業株式会社。生田鉄工所として産声を上げてから
90年余り。初代、二代目が情熱を注いだ「ものづくり」
の伝統を受け継ぎ、ますます発展させてきた三代目・
生田 泰宏 社長と、渡辺 千裕さん、マニッシュ・ミラニさ
んにお話を伺いました。

物理的にも精神的にも風通しの良さを感じる
社内

天気の良い日はテラスで昼食。風力発
電機の赤い羽根が誇らしげ

我ら、
企業市民
34

vol.34

ものづくりはひとづくり
響き合い、活かし合い、
良く働き合うことで、
より良い未来を創る

広々と気持ち
のいい社員食
堂「風のとき」。
ランチメニュー
も大好評

営
業
部 
環
境
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

渡
辺 
千
裕
さ
ん

67
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4
5
0
余
年
の
歴
史
を

支
え
た
力
と
秘
訣

　
千
總
は
、
現
在
も
本
社
を
構
え
る
三
条
通

で
初
代
・
千
切
屋
与
三
右
衛
門
が
織
物
業
を

創
業
し
て
以
来
、
時
代
の
要
請
と
共
に
変
革

を
重
ね
、
十
五
代
の
現
当
主
で
あ
る
西
村
總

左
衛
門
代
表
取
締
役
会
長
ま
で
、
4
5
7
年

も
の
長
い
歴
史
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

　
「
掛
け
軸
に
書
か
れ
た
家
訓
と
い
っ
た
も
の

が
我
が
社
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
言
う

の
は
仲
田
社
長
。
そ
こ
で
千
總
で
は
創
業
４

５
０
年
を
迎
え
た
平
成
17
年
、
企
業
理
念
と

し
て
「
開
物
成
務
」、「
美
・
ひ
と
す
じ
」、「
三

方
よ
し
」
と
い
う
三
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

「「
開
物
成
務
」
は
未
知
の
分
野
を
開
発
し
努

力
し
て
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
、「
美
・
ひ

と
す
じ
」
は
美
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
美
意
識
の
追
求
、「
三
方
よ
し
」
は

売
り
手
、
買
い
手
、
世
間
の
三
方
の
幸
せ
を

求
め
る
も
の
で
す
。
西
村
家
は
、
応
仁
の
乱

を
逃
れ
て
近
江
の
西
村
の
里
に
疎
開
し
た
ご

縁
で
西
村
を
姓
と
し
、
近
江
商
人
に
学
び
ま

し
た
。「
三
方
よ
し
」
は
現
在
よ
く
言
わ
れ
る

ｗ
ｉ
ｎ
–
ｗ
ｉ
ｎ
の
考
え
方
な
ど
に
も
通
じ

る
も
の
で
す
」。
売
り
手
と
買
い
手
の
二
者
だ

け
で
な
く
、
世
間
つ
ま
り
社
会
に
も
有
益
で

あ
る
よ
う
な
商
行
為
で
な
け
れ
ば
企
業
は
存

続
で
き
な
い
、
と
言
う
仲
田
社
長
が
も
う
一

つ
千
總
の
継
続
の
秘
訣
と
し
て
付
け
加
え
る

の
は
「
着
物
づ
く
り

に
お
い
て
革
新
を
重

ね
て
き
た
こ
と
」。

　
「「
開
物
成
務
」
を

追
求
し
、
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
小
袖

か
ら
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

に
至
る
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
テ
ー
マ
を
着
物

製
作
の
基
礎
と
し
て

た
く
わ
え
、
ど
の
時

代
の
ど
の
よ
う
な
流

行
・
嗜
好
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
職
人
と
売
り
手
の
間
に
立
ち
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
反
映
し
た
も

の
づ
く
り
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
、

我
々
製
造
問
屋
の
使
命
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
力
の
高
さ
が
、
千
總
の
歴
史
を
支

え
た
秘
訣
の
一
つ
で
す
」。
さ
ら
に
仲
田
社
長

は
、「
千
總
の
友
禅
は
約
20
の
工
程
を
経
て
作

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
匠
の
技
を
持
つ
職

人
が
、
自
分
の
工
程
の
み
な
ら
ず
、
絹
糸
の

原
料
を
生
産
す
る
養
蚕
農
家
か
ら
着
物
を
お

召
し
に
な
る
お
客
様
の
こ
と
に
ま
で
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
る

で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
、
一
人
一
人
が

１
枚
の
着
物
を
中
心
に
多
く
の
人
々
と
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
技
を
発

揮
す
る
。
千
總
の
強
み
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
職
人
た
ち
と
共
に
、
伝
統
技
法
を
保

ち
つ
つ
新
し
い
友
禅
染
を
開
発
し
て
い
き
ま

す
よ
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

社
会
へ
の
貢
献
と
、

社
員
の
福
利
の
た
め
に

　
千
總
で
は
、
製
作
し
た
着
物
を
社
会
貢
献

に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
一
例
は
、
昭
和
62

年
の
株
式
会
社
設
立
50
周
年
を
記
念
し
て
始

め
た
京
都
市
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
成
24

年
４
月
に
「
京
都
市
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
」（
本
誌
２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）
に
改
称
）

へ
の
着
物
の
寄
贈
。
世
間
様
あ
っ
て
の
千
總

で
あ
る
、
と
の
思
い
で
始
め
た
こ
の
活
動
も

今
年
で
25
回
を
数
え
、
多
く
の
母
子
に
「
美

と
喜
び
」
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
着
物
で
装
う
と
、
心
が
安
ら
か
に
、
ま
た

豊
か
に
な
る
も
の
で
す
。
お
母
さ
ん
と
お
子

さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
帯
や
小
物
、
草
履

な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
て
贈
っ
て
い
ま
す
。
地

域
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
た
企
業
と
し
て
、

当
然
の
行
い
で
す
」
と
事

も
な
げ
に
話
す
一
方
、「
以

前
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
記
念
大
会
で
、
そ
の
着

物
を
皆
様
が
お
召
し
に

な
っ
て
舞
台
に
登
場
さ
れ

た
と
き
は
、
実
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
感
慨
深
げ
に

回
想
す
る
仲
田
社
長
で

す
。

　
社
会
貢
献
の
考
え
方
は

社
内
の
福
利
厚
生
に
も
反
映
さ
れ
、
子
育
て

中
の
社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、
平

成
20
年
、
千
總
は
京
都
府
か
ら
「
京
の
子
育

て
応
援
企
業
」
と
し
て
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

「
出
産
や
育
児
で
休
職
し
た
社
員
が
安
心
し
て

復
帰
で
き
る
よ
う
綿
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
情
報
提
供
を
行
い
、
復
帰
へ
の
不
安
を
軽

減
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

庭
で
の
育
児
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
勤
務

時
間
の
短
縮
を
す
る
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
八
里
課
長
の

横
で
、
加
藤
さ
ん
が
「
こ
の
環
境
は
女
性
に

と
っ
て
大
き
な
安
心
で
す
」
と
補
足
し
ま
す
。

　
「
15
年
ほ
ど
前
ま
で
は
寿
退
職
が
多
か
っ
た

も
の
で
す
が
、
現
在
は
優
秀
な
女
性
社
員
が

結
婚
・
出
産
後
も
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
よ
う

に
な
り
、
会
社
と
し

て
も
非
常
に
良
い
こ

と
で
す
」
と
仲
田
社

長
。
社
員
の
福
利
は

商
品
の
品
質
向
上
に

つ
な
が
り
、
会
社
の

業
績
も
ア
ッ
プ
す
る

と
い
う
わ
け
で
、
こ

こ
で
も
ま
さ
し
く「
三

方
よ
し
」
で
す
。

京
都
で
、
東
北
で
、

感
動
を
分
か
ち
合
う

　
「
世
間
よ
し
」
の
考
え
方
は
多
方
面
に
現
れ

て
い
ま
す
。「
祇
園
祭
の
還
幸
祭（
後
祭
）で
は
、

三
条
通
を
通
る
神
輿
の
担
ぎ
手
た
ち
に
冷
茶

の
接
待
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丹
波
八
坂

太
鼓
の
演
奏
披
露
に
、
京
都
文
化
博
物
館
と

隔
年
交
替
で
、
千
總
本
社
１
階
の
伊
右
衛
門

サ
ロ
ン
前
を
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
、
八
里

課
長
は
話
し
ま
す
。
ま
た
、
千
總
本
社
２
階

の
「
千
總
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
千
總
で
保

存
し
て
い
る
古
い
小
袖
を
は
じ
め
、
染
織
関

係
の
貴
重
な
資
料
な
ど
を
無
料
で
一
般
公
開
。

　
「
た
だ
資
料
を
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
時
流

に
乗
っ
た
テ
ー
マ
設
定
と
分
か
り
や
す
い
解
説

を
目
指
し
展
示
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
・
オ
ブ
・
チ
ソ
ウ
と
題
し
、
歴
代
当

主
夫
人
の
婚
礼
衣
装
展
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
日
本
の
伝
統
美
を
よ
り
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
発
信
地
と
し
た
い
の

で
す
」
と
話
す
加
藤
さ
ん
が
担
当
す
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
運
営
は
、
三
つ
の
理
念
の
一
つ
「
美
・
ひ

と
す
じ
」
を
体
現
し
た
取
組
で
す
。

　
さ
ら
に
千
總
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
復

興
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
青
森
、
岩
手
、

宮
城
な
ど
東
北
地
方
の
養
蚕
農
家
と
の
古
く

か
ら
の
強
い
つ
な
が
り
に
触
れ
仲
田
社
長
は
、

「
震
災
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
商
い
を
持
続
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
つ
な
が

り
の
あ
る
養
蚕
農
家
の
方
々
を
我
々
も
失
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
。
震
災
直
後
は

お
米
な
ど
物
資
の
支
援
を
し
ま
し
た
が
、
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
仕
事
を
提
供
で
き
る
こ
と
が

一
番
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。
ま
た
、「
出
荷
後

の
絹
糸
が
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
る
の
か
、

見
た
こ
と
の
な
い
養
蚕
農
家
の
方
々
も
お
ら

れ
た
の
で
、
先
日
京
都
に
お
招
き
し
、
千
總

の
友
禅
を
お
見
せ
し
ま
し
た
。
と
て
も
感
激

さ
れ
ま
し
て
、
我
々
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
交
流
に
よ
っ
て
お
互
い
に
励
ま
さ

れ
、
力
と
な
り
ま
す
。
大
事
に
続
け
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
」。

　
顧
客
だ
け
で
な
く
、
取
引
先
の
養
蚕
農
家
、

職
人
、
社
員
そ
し
て
地
元
地
域
な
ど
会
社
を

取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
千
總
の
商
哲
学
。
そ
こ
に
貫
流

す
る
の
は
、
人
を
尊
ぶ
精
神
で
す
。

株式会社千總
ち    そう

代表取締役社長　仲田 保司さん

株式会社千總（以下、「千總」）の歴史は、弘治元年
（1555年）に始まります。創業以来、製造卸として揺る
ぎない地位を誇る老舗。時代を先取りしながら、ためらう
ことなく変革を続け、今なお新しい美の文化を創造する
企業として世界にその名を知られます。450年を超える
継続の秘訣はどこにあるのでしょう。仲田 保司 社長と八
里 厚夫 課長、加藤 結理子さんにお尋ねしました。

我ら、
企業市民
35

革新を重ねて450年
一つの品を中心に関わる
人々の「つながり」を
プロデュース

あ
と
ま
つ
り

総務本部課長　八里 厚夫さん

千總から京都市への寄付受納式にて（平成23年11月17日）

製作本部　加藤 結理子さん
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「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
・
キ
ョ

ウ
ト
」
は
、
市
民
や
企
業
の
皆
様
に
楽
し
く

気
軽
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
例
年
、
様
々
な
人
権
に
関

す
る
テ
ー
マ
の
も
と
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
歌
手
の
今
井
絵
理
子
さ
ん

を
迎
え
、「
親
子
の
絆
〜
子
育
て
を
通
じ
て

学
ん
だ
家
族
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

14
時
〜
16
時
（
13
時
開
場
）

同
志
社
大
学
寒
梅
館

ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

（
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
上
ル
）

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
ま
た
ソ
ロ
歌
手
と
し
て
も
活

躍
し
、
自
身
の
長
男
の
聴
覚
障
が

い
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
や
人
権

に
関
す
る
講
演
、
執
筆
活
動
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
今
井
絵
理
子

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

そ
の
他
、
市
民
公
募
作
品
「
人
権

当
日
会
場
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
で
発
展
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
寄

贈
す
る
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

〝
ほ
っ
と
〞写
真
」、

「
四
字
熟
語
人
権
マ

ン
ガ
」
の
入
賞
作

品
紹
介
や
、
犯
罪

被
害
者
支
援
の
取

組
「
生
命
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
」
な
ど

8
5
０
名

９
月
１
日（
土
）〜

30
日（
日
）に
京
都

い
つ
で
も
コ
ー
ル

（
☎
０
７
５
‐
６
６
１
‐
３
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
５‐６
６
１‐５
８
５

５
）へ
申
込
み
。
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
10
月
上
旬
に
当
選
者
の

み
に
入
場
券
を
発
送
し
ま
す
。

※　
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
携
帯

　
　
電
話
で
も
申
込
が
可
能

　
　
で
す
。

京
都
市
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ
・

イ
ン
・
キ
ョ
ウ
ト
実
行
委
員
会
（
京

都
市
地
域
女
性
連
合
会
、
京
都
商

工
会
議
所
、
社
会
福
祉
法
人
京
都

市
社
会
福
祉
協
議
会
）、
京
都
人
権

啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

朝
日
新
聞
京
都
総
局
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
京

都
放
送
局
、
エ
フ
エ
ム
京
都
、
京

都
新
聞
社
、
京
都
リ
ビ
ン
グ
新
聞

社
、Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
、
産
経
新
聞
社

京
都
総
局
、
日
本
経
済
新
聞
社
京

都
支
社
、
毎
日
新
聞
京
都
支
局
、

読
売
新
聞
京
都
総
局

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

野
口 

道
彦
（（
公
財
）
世
界
人
権

問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
大

阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授
）

●
パ
ネ
リ
ス
ト

神
原 

文
子

（
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
部
教
授
）

伊
藤 

悦
子

（（
公
財
）
世
界
人
権
問
題
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
・
京
都
教
育
大
学

教
育
学
部
教
授
）

阿
久
澤 

麻
理
子

（（
公
財
）
世
界
人
権
問
題
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
・
大
阪
市
立
大
学

大
学
院
創
造
都
市
研
究
科
教
授
）

平
成
24
年
９
月
14
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（
東
洞
院
六
角
下
ル
東
側
）

京
都
府
・
大
阪
府
・
姫
路
市
で
実

施
し
た
最
新
の
「
人
権
意
識
調
査
」

の
結
果
か
ら
、
住
民
意
識
の
動
向

を
横
断
的
に
探
り
、
今
な
に
が
問

題
な
の
か
？　
調
査
に
関
わ
っ
た

パ
ネ
リ
ス
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

意
識
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
、
共

に
考
え
る
機
会
と
し
ま
す
。

２
8
０
名
（
先
着
順
）

（
公
財
）世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー

京
都
府
、
京
都
市
、

京
都
商
工
会
議
所
（
予
定
）

　

 

平
成
24
年
8
月
20
日
（
月
）〜

 

9
月
13
日
（
木
）

お知らせ

information講座開催のご案内

京都市主催 平成24年度

企業向け人権啓発講座 ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ・イ
ン・キ
ョ
ウ
ト
２
０
１
２ 

を

開
催
し
ま
す

同
和
問
題
に
か
か
わ
る

市
民
意
識
の
い
ま

―

自
治
体
の
調
査
を
踏
ま
え
て―

̶

公
益
財
団
法
人
移
行
記
念̶

 

人
権
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
第
4
回
企
業
向
け
人
権
啓
発
講
座
に
位
置
付
け
開
催
し
ま
す
。）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

京
都
障
害
者

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア 

を

開
催
し
ま
す

障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
、

優
良
勤
労
者
、永
年
勤
続
障
害
者
の

表
彰
式
、雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
等

アビリンピック国際大会への激励

日
時

場
所

定
員日

時
場
所

内
容

講
師

申
込
期
間

定
員

主
催

共
催

平
成
24
年
９
月
14
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

３
階　
翠
雲
の
間

京
都
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
京
都

府
、
京
都
市
、（
独
）
京
都
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
高
齢
・
障
害
者

雇
用
支
援
協
会

　
　
　

 

好
事
例
発
表
（
２
社
）
予
定

　

 

京
都
府
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

協
会
☎
0
7
5
‐
6
8
1
‐
5
2
5
5

日
時

会
場

問
合
せ
先

セ
ミ
ナ
ー
概
要

催
し

主
催

申
込

主
催

後
援

第
4
回

研
修
会

第
５
回

講
演・情
報
交
換
会

第
6
回

平
成
24
年
度
人
権
研
修
会

京
都
市
も
構
成
機
関
で
あ
る

「
京
都
人
権
啓
発
行
政
連
絡
協
議
会※

」主
催

会
社
の
チ
カ
ラ
は

人
で
決
ま
る
！

組
織
力
を
高
め
る
た
め
に

今
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト

〜
C
S
R
の
一
環
と
し
て
の

　
　
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
〜

※

　
構
成
機
関　
京
都
地
方
法
務
局・近
畿
財
務
局
京
都
財
務

事
務
所・京
都
労
働
局・近
畿
農
政
局・近
畿
経
済
産
業

局・近
畿
運
輸
局・近
畿
地
方
整
備
局・京
都
府・京
都
市

平
成
24
年
９
月
24
日
（
月
）

14
時
〜
16
時
20
分

京
都
テ
ル
サ
（
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
）

（
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
70
番
地
）

４
０
０
名
（
先
着
順
）

　

 

平
成
24
年
８
月
20
日
（
月
）〜

９
月
14
日
（
金
）

日
時

え
せ
同
和
行
為
の
実
情
を
紹
介

し
、
え
せ
同
和
行
為
へ
の
適
切
な

対
処
法
を
学
び
ま
す
。

内
容

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
最
前
線

情
報
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職

場
作
り
の
方
法
と
発
生
時
の
対
処

法
を
紹
介
し
ま
す
。

内
容

講
演
②

講
師

講
演
①

場
所

定
員

申
込
期
間

石
川 

聖
子
（
中
小
企
業
診
断
士
）

企
業
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
や
実

例
、
企
業
が
無
理
を
せ
ず
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

す
る
手
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

の
後
、
講
師
の
進
行
で
、
企
業
間

で
情
報
交
換
し
て
も
ら
い
ま
す
。

平
成
24
年
10
月
26
日
（
金
）

14
時
〜
16
時
30
分

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都 

セ
ミ
ナ
ー
室

（
東
洞
院
六
角
下
ル
東
側
）

7
０
名
（
先
着
順
）

　

 

平
成
24
年
８
月
20
日
（
月
）〜

10
月
19
日
（
金
）

（
中
小
企
業
庁
委
託
事
業
）

日
時

場
所

定
員

申
込
期
間

え
せ
同
和
行
為
へ
の
対
処
法 

　
　

  

和
田 

敦
史
（
弁
護
士
）

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　

  

中
川 

恒
信

　
　

  

（
中
川
総
合
法
務
オ
フ
ィ
ス
代
表
）

内
容

講
師

（第4～8回を実施します）

申込方法は
次ページを
ご覧ください

講
師

い
の
ち

1011



講座開催のご案内

京都市主催 平成24年度

企業向け人権啓発講座
（第4～8回を実施します）

※　詳細につきましては、京都市人権文化推進課のホームページから企業啓発担当をご覧ください。
※　「企業向け人権啓発講座」の講演録等を京都市人権文化推進課のホームページにて公開していますので、ご参照ください。

人
権
の
尊
重
と
は
、「
一
人
一
人
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
」で
す
。

学
び
、考
え
、深
め
て
、

日
常
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

学
び
、考
え
、深
め
て
、

日
常
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

京都市人権文化推進課もしくはそのホームページ(企業啓発担当)から入手した申込書に
必要事項をご記入のうえ、FAXで申し込んでください。

FAX 075-366-0139（お問合せは☎075-366-0322へ）
※　ご来場の際は、公共交通機関でご利用ください。自家用車での来場を必要とされる方は、京都市人権文化推進課へご連絡をお願いいたします。
※　定員を超えた場合はその旨をホームページに掲載し受付を終了しますので、あらかじめご了承ください。

個人情報の取扱いについて／いただいた個人情報は、京都市個人情報保護条例に基づき、他の目的に使用しないとともに厳重に管理します。

京都市印刷物第243057号

※　この冊子はホームページでもご覧いただけます。
　　また区役所・支所まちづくり推進課、市役所案内所ほかで配布しています。

企業向け人権情報誌ベーシックvol.59（発行日　平成24年8月20日）
京都市文化市民局市民生活部人権文化推進課（企業啓発担当）
〒604-8006 京都市中京区河原町通御池下ル下丸屋町394番地 Y･J･Kビル3階
TEL 075-366-0322　FAX 075-366-0139
URL http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/soshiki/6-2-3-0-0_10.html

第
19
回 

障
害
の
あ
る

市
民
の
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

京
都
市
も
構
成
団
体
で
あ
る
巣
立
ち
の
ネ
ッ
ト
W
O
R
K
※
主
催

日
本
社
会
に
お
け
る

企
業
文
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

〜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
価
値
観
の
揺
ら
ぎ
検
証
〜

申込方法

　
　
　
平
成
24
年
11
月
13
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
京
都
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
下
京
区
河
原
町
通
仏
光
寺
西
入
）

　
　
　

全
体
会　
支
援
学
校
か
ら
の
取
組
報
告
と
就
労
し
て
い
る
卒
業
生
か

　
　
　
　

 

ら
の
発
表
等

分
科
会　
全
体
会
に
続
き
、
以
下
の
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
参
加

●
第
1
分
科
会　

職
域
開
発
と
雇
用
創
出
を
め
ざ
す
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

秦 

政
（
秦
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
代
表
）

●
第
2
分
科
会　

雇
用
継
続
を
支
援
す
る
相
談
期
間
の
役
割
に
つ
い
て　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
京
都

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

●
第
3
分
科
会　

企
業
・
支
援
学
校
卒
業
生
・
在
校
生
か
ら
「
就
労
に
つ
い
て
」

医
療
法
人
洛
和
会　
他

　
　
　
5
０
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

 

平
成
24
年
８
月
20
日
（
月
）〜
11
月
7
日
（
水
）

（
中
小
企
業
庁
委
託
事
業
）

日
時

場
所

内
容

申
込
期
間

定
員

講
師

講
師

講
師

平
成
24
年
11
月
27
日
（
火
）
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都 

セ
ミ
ナ
ー
室

（
東
洞
院
六
角
下
ル
東
側
）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
す
社
会
変
化
の
中
で
生
じ
る

職
場
の
人
間
関
係
の
ひ
ず
み
や
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
の
後
、
人
事
評
価
や
若

手
社
員
に
対
す
る
企
業
の
考
え
方
、
人
材
育
成
な
ど

に
つ
い
て
、
参
加
者
と
講
師
が
共
に
考
え
ま
す
。

1
0
0
名
（
先
着
順
）

　
 

平
成
24
年
８
月
20
日
（
月
）〜
11
月
20
日
（
火
）

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

（
中
小
企
業
庁
委
託
事
業
）

日
時

場
所

内
容

申
込
期
間

定
員

後
援

※　

構
成
団
体　
京
都
労
働
局
京
都
障
害
者
職
業
相
談
室
、京
都
府

　
　

高
齢・障
害
者
雇
用
支
援
協
会
、（
社
福
）京
都
総
合
福
祉
協

　
　

会
、（
社
）京
都
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、市
内
の
支
援
学
校
、京

　
　

都
市
教
育
委
員
会
、京
都
市　

等

内
田 

由
紀
子

（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

講
師

フ
ォ
ー
ラ
ム

第
7
回

講
演・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
8
回
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